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ユトランド半島/デンマーク:
•約50％が⾵⼒発電による供給
•⾼い洋上⾵⼒の世界シェア
• 30-50%の電⼒がCHPによる供給
• >50%地域熱供給
• >天然ガス供給の10%がバイオガス



⾃然エネルギーシステム
100％持続可能な選択とモデリング⼿法のための
スマートエネルギーシステム

1. 2010年版

2．2014年版
スマートエネルギー
システムとインフラ
に関する新しい章



デンマークの⻑期エネルギー政策⽬標

2008年11⽉16⽇⾸相発⾔：
「⽯油，⽯炭，ガスといった
化⽯燃料から完全に脱却する
だろう」

2008年11⽉16⽇⾸相発⾔：
「… デンマークを緑の経済成⻑
の中⼼的存在に位置づける」

2006年当時の⾸相Anders Fogh
Rasmussenの発⾔（議会の開会
スピーチや政策合意）以降：
100％⾃然エネルギーへ

転換



2019年 新政府合意
2030年までに温室効果ガス排出量
70％削減
気候法と⾏動計画:
1.公共施設での省エネルギー
2.持続可能な建築物のための国家戦略
3.交通，産業，社会全体の電化戦略
4.環境研究と実証プロジェクトへの⼀層の資⾦供給
5.デンマークと北海周辺国の洋上⾵⼒の相互拡⼤におけるア
セスメント

6. 2030年前までの⾵⼒発電量10GWのエネルギー島実現に向け
た研究

7.植林⽀援 (新たな森林)
8.沿岸保全の整備による適応策



2050年に再エネ100%
…… でも，どうやって…???!!



IDAs エネルギー計画2030 と
IDAs エネルギービジョン2050



エネルギーシステム分析モデル

www.EnergyPLAN.eu



総合的なスマートエネルギーシステム⼿法



スマートエネルギー
システム: 

相乗効果を検証するため,スマートグ
リッドを⼀時間ごとにモデリング！
…そして様々な種類のエネルギー貯
蔵の影響が…!



スマートエネルギーシステム

www.energyplan.eu/smartenergysystems/



IDAs 気候対応：
2030年以降を⾒据えて
デンマークは2030年に70％のCO2削減という⽬標を達成す
る必要がある。それが2045年までの完全な脱炭素化に繋が
る。

したがって:
• 2030年以降の次の段階へと道を開く2030年以前の技術を
優先する必要がある。

• 2030年に向け，たとえ2030年までほとんど役⽴たないと
しても2030年以降に必要とされる技術のイノベーション
を始める必要がある。



IDAs 気候対応：ヨーロッパの⽂脈で
デンマークの⾃然エネルギーとCO2削減に関する⽬標の達
成は，その取り組みがヨーロッパの他の地域，さらには世
界で適応できるような形で成される必要がある。

したがって：
• 国連のCO2排出量の算出⽅法に国際航空と国際海運の排出割
合がまだ含まれていないが，デンマークはこれらも含めて算
出を⾏う必要がある。

• デンマークは，世界における持続可能なバイオマス利⽤割合
を上回るべきではない。

• デンマークは，⾵⼒や太陽光発電をヨーロッパの電⼒供給に
組み込むために，電⼒融通と蓄電設備という観点から貢献す
る必要がある。



デンマークのCO2排出量 ー 国連の計算⽅法（Mt/年）



2020



2030



デンマークのCO2排出量
国連の計算⼿法（Mt/年）



総費⽤ 2020年と 2030年
（100万ユーロ/年）



0

5

10

15

20

25

30

35

40

Denmark 2020 2030 IDA Climate
Response

2030 IDA Climate
Response prioritized

CO2 emissions (Mt/year)
including international shipping and aviation

International aviation

International shipping

Natural Gas

Oil

Coal

国連の計算手法にお
けるCO2排出

0

5

10

15

20

25

30

35

40

Denmark 2020 2030 IDA Climate
Response

CO2 emssions (Mt/year)
(UN accounting)

Natural Gas

Oil

Coal

0

5

10

15

20

25

30

35

40

Denmark 2020 2030 IDA Climate
Response

2030 IDA Climate
Response prioritized

CO2 emssions (Mt/year)
(in a 100 year time horizon)

Imported woodchips

Woodchips

Straw

Waste

Biogas

Natural Gas

Oil

Coal

CO2排出量（Mt/年）
（国連の計算⼿法）

CO2排出量（Mt/年）
（100年単位での製品製造過程での）

CO2排出量（Mt/年）
（国際航空と国際海運を含む）



セクターの統合
IDA 気候対応は，エネルギー変換と貯蔵における下記の投資を
含むセクターの統合の結果として，相乗効果と柔軟性を重視し
ている：

• 112GWhの⼤規模蓄熱容量
• 40GWhの既存の天然ガス貯蔵容量の活⽤
• 50％の使⽤率に相当する追加の電気分解容量
• 700MWに相当するヒートポンプや⼤型電気ボイラーの季節的
な余剰容量の活⽤

• 14GWhの電気⾃動⾞バッテリーの⾼度に制御された充電
• 年間約2.5TWh相当の柔軟性を持つ⾼度に制御された受容



バイオマス

IDAs 気候対応は⼀⼈あたりのバイオマス消費を29GJか
ら26GJに減少。

IDAs気候対応の要点：
• バイオマスの利⽤を減らす
• CO2排出量の少ない持続可能なバイオマスを利⽤する
• 世界における持続可能なバイオマス利⽤のデンマークの
シェアを超えないという⻑期⽬標に向けた準備



2030年の⾃然エネルギー
IDAs 気候レスポンスには以下の再エネが必要になる：
• 6〜7PJの地域熱供給における太陽熱
• 8〜9PJの各家庭の太陽熱
• 13〜14PJの地域暖房のための500MWの地中熱
• ⼤きな建物の屋根を利⽤した太陽光を1,000MVから5,000MVに拡⼤（i
2030）

• 陸上⾵⼒を約4,200MVから少なくとも4,800MVに拡⼤（ i 2030）
• 洋上⾵⼒を現在の約2,000MVから約6,630MVへ拡⼤（ i2030 ）
• 波⼒による132MW（もしくはそれに代わる⾵⼒発電）



「スマートエナジーヨーロッパ」

www.EnergyPLAN.eu/SmartEnergyEurope
オンライン報告
論⽂発表



より詳しく知りたい⽅は：
https://www.energyplan.eu/book2/

www.EnergyPLAN.eu

www.4DH.dk

www.energyplan.eu/smartenergysystems/

www.henriklund.eu

www.energyplan.eu/SmartEnergyEurope

https://ida.dk/om‐ida/temaer/klimasvar


